
多様な正社員制度導入の流れとポイント

 ～制度設計から導入・運用まで～



なぜ今、多様な正社員制度なのか

 ・人材確保・定着の課題

 ・ライフイベントによる離職

 ・働き方ニーズの多様化

 ・採用市場の変化

  正社員＝無限定だけでは対応困難



多様な正社員とは

 ■ いわゆる正社員

 ・勤務地：無限定

 ・職務：無限定

 ・勤務時間：フルタイム

 ■ 多様な正社員

 勤務地・職務・勤務時間などが限定された正社員

 例：勤務地限定／職務限定／短時間



導入支援（全６回）の
全体像（3ステップ）

ステップ①

現状把握・多様な正社員の活躍イメージ検討

ステップ②

多様な正社員の制度設計

（業務内容・等級・待遇・転換ルール）

ステップ③ 

多様な正社員制度の導入・移行

（就業規則の確認・周知）



ステップ①
現状把握・多様な正社員

の活躍イメージ検討

・導入目的の明確化

・解決したい人事課題の整理

・活躍イメージの具体化



ステップ①
具体的手順

1. 応募理由・課題確認

2. 人事課題整理（優先順位付け）

3. 多様な正社員の活用ケース想定

4. 既存の社員区分の整理、活用状況の整理

5. 多様な正社員の活躍イメージ明確化



ステップ②
多様な正社員の制度設計

1. 業務内容整理（職務棚卸）

※多様な正社員の業務内容・待遇等の全体像整理

2. 多様な正社員の等級検討

3. 多様な正社員の待遇設計

4. 多様な正社員への転換ルールの検討



職務棚卸のポイント
・いわゆる正社員の業務を具体的に洗い出す

・いわゆる社員を複数抽出

・平易／標準／高度業務を網羅

 実態ベースで設計





多様な正社員の等級・待遇設計のポイント

 ■ 等級

 ・比較対象との対応整理

 ・職務内容・責任基準で設計

 ■ 待遇

 ・限定内容と合理的差

 ・差の理由を説明可能に



等級例



待遇例



転換ルール設計

［主な転換パターン］

・有期・パート → 多様な正社員

・正社員 → 多様な正社員

・多様な正社員 → 正社員またはパート

［決めること］

①条件 ②手続き



転換ルール例



ステップ③
導入・移行

1. 就業規則整備

2. 制度明文化

3. 対象者周知

4. 個別説明



導入成功のポイント（まとめ）

 多様な正社員制度導入の目的を明確にする

 実態に基づく設計

 合理的待遇差

 明確な転換ルール

 丁寧な周知・説明
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